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近世絵図に描かれた佐波川中流域の洪水
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V.おわりに

1.はじめに

(1) 研究の目的と方法

日本は洪水が多く発生する地域である。近

年発生した洪水災害については，被害状況と

地形，地盤の条件および土地利用状態との関

係を明らかにした研究成果が見られる1)。そ

の際に，分析の材料となるのは，災害状況を

撮影した空中写真，地形分類図などである。

災害状況の空中写真撮影が一般化したの

は， 1960年代半ば以降でありへしたがっ

て，前述の研究が開始されるのもそれ以降と

なる。 1960年代半ば以前において災害状況を

空間的に記録したものとしては，洪水，治水

河村克典

を主題とした絵図，地図などが見られる。

近世においては，洪水，治水の状況を描い

た絵図(以下洪水絵図」と略す)が多く作

成された。小野寺淳は日本国内の河川絵図を

調査し，これらを①護岸堤を示した治水に関

する河川絵図，②堤外地の開発や所有者を示

した河川絵図，③農業用水や上水に関する河

川絵図，④河川交通に関する河川絵図，⑤地

誌的な性格をもっ河川絵図に分類した3)。伊

藤安男は木曽三川における洪水絵図の性格に

ついて分析し，①河川管理図，②災害図，③

水論図に分類できることを指摘した4)。

また，村田路人5) 五十嵐勉6) 木村東一

郎7) 犠永和貴ほかベ H本土木学会ベ菊池

万雄10)は，絵図に記載されている内容から当

時の洪水状況，治水方法が読みとれることを

指摘した。中国新聞社1円伊藤安男山は絵図

に描かれた洪水状況が近年発生した洪水状況

にほぼ一致していることを指摘した。また建

設省木曽川上流事務所は，洪水絵図が今日の

防災を考える上での資料になることから，木

曽三川に関する洪水絵図の資料集を作成した

問。しかし，これらは，地形分類図との関係

では分析を行っていない。

本稿では，近世の洪水災害について，洪水

絵図，地形分類図，古文書記録を分析して，

被害状況と地形，地盤の条件，河川構造物と

の関係を明らかにしてみたい。

研究の対象は，近世の洪水が描かれた毛利

キーワード・洪水絵図，佐波川，地形分類図，萩藩，普請
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家文庫「徳地宰判堀・伊賀地・岸見三ケ村川

筋水損図J14) (図1)を取り上げた。この絵図

は，当時の洪水による被害状況が詳細に記載

されており，また，この地域は近世以降の大

規模な地形改変がなく，さらに，洪水，治水

に関する文書が多く残されていることから，

近世における洪水の状況を空間的に復元する

には適した研究対象と考えられる。

研究の方法としては，次のようになる。第

E章では，近世の洪水絵図である「徳地宰判

堀・伊賀地・岸見三ケ村川筋水損図」を分析

し，当時の洪水状況を復元する。第E章では

空中写真の判読と現地調査から地形分類図を

作成し，これを第E章の成果と対比させて，

地形との関係から被害発生の原因について分

析する。第N章では地域を支配していた萩藩

の文書から当時の地域住民が設置していた河

川構造物について具体的に指摘し，洪水災害

との関係について分析する。

(2) 研究対象地域

佐波川は現在の山口・島根両県の県境に位

置する仏峠付近を源流とし，山口県の中央部

を北東から南西の方向に走行する断層谷に

沿って流れ，防府市で瀬戸内海にそそぐ河川

である(図 2)。その幹線流路の延長は約56

km，流域面積は約446km2で，山口県下では

錦川，阿武川につぐ第3位の河川である。

本研究の対象となる徳地町の堀，伊賀地，

岸見地区(旧村)は，佐波川の中流域に位置

する。堀地区は本川佐波川に支流では同水系

最大の島地川が合流する交通の要所で，藩政

時代には徳地宰判の勘場が置かれた。

佐波川中流域は谷幅が500~700mで，古来

より頻繁に洪水を受けている。同流域では古

くは元和2年 (1616)から洪水があったこと

が記録されて，元和2年から平成

14年 (2002)の約380年間に，記録

に残るだけでも66聞の洪水があっ

た15)。近世の洪水は，天保12年

(1841)の藩命によって各村の注進

を集成した『防長風土注進案』附の

「水懸水損早損之事」の項目による

と，堀村には「時々洪水の煩ひあ

りて川筋地損流家多しJ，伊賀地

村には「洪水出て兎角土手を穿水

損甚多し，既ニ天保十一子六月五

日古今不並之洪水突出て，舟津沖

ノ原土手敷百関根切となり，田昌

ハ勿論流家埋家倒家のいたミ有之

候事J，岸見村には「尤洪水の煩ひ

時々あり」と記されており，天保

11年 (1840)にはこれまでにない

洪水が発生して土手(堤防)が決

壊したことや，この地域で洪水に

よる被害が度々あったことが分か

図徳地宰判堀・伊賀地・岸見三ケ村川筋水損図」山口県文書館所蔵 る。

上(全体)，下(部分) また，近代以降において特記す
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図2 研究対象地域

べき洪水は，大正7年(1918) 7月，昭和26

年(1951) 7月17) 同47年 (1972) 7月18)で

ある。このうち，大正7年7月の洪水では，

佐波川の増水は13尺に達し，出雲村において

家屋が7戸流失した。また，昭和26年7月，

徳地地域においては，死者10人，家屋の全半

壊・流失649戸，床上・床下浸水263戸，田畑

の流失・埋没395町，田畑の冠水80町である。

昭和47年7月の洪水では，家屋の全・半・一

部損壊516棟，回・畑の流失・埋没・冠水は

393haである。

II.佐渡川洪水絵図の分析

研究対象の「徳地宰判堀・伊賀地・岸見三

ケ村川筋水損図J(以下徳地水損図」と略す)

は手書彩色で，大きさは縦65cm，横120cm

である。絵図の端の2箇所に徳地宰判内の村

名を記した2枚の張紙がみられる。絵図の縮

尺は，堀村と小古祖村の境から岸見村と三田

尻宰判の境までが，絵図の上で、は114cm，2 

万5千分の lの地形図での計測によると7.5

kmになるので，およそ6，700分の lである。

この絵図は，佐波川中流域にあたる当時の徳

地宰判堀・伊賀地・岸見の3ケ村，現在の佐

波郡徳地町南部で発生した洪水の状況を措い

ている。堤防の決壊，浸水の範囲が詳細に示

され，さらに田畠，家などの被害の程度が具

体的な数値で示されている。

(1) 絵図の作成目的と作成時期

絵図に描かれている領域は，佐波川によっ

て形成された谷底平野を中心に上流は堀村

と小古祖村の境，堀村と嶋地山畑村の境から

下流は三田尻宰判と徳地宰判の境までであ

る。絵図の端に，それぞれの境を示す「三田

尻宰判右田領境J r小古祖村境J r嶋地山畑村

境」の注記がみられる O

絵図の作成目的は，記事の「諸村被害所荒

届都合」に風水害などによって田畠が荒れて

収穫が不能となった場合に使用される「永否」

「当否」の記載があることから，藩への被害報

告であったものと考えられる。その報告の範

囲は，絵図に描かれている岸見，伊賀地，堀

の3カ村だけでなく徳地宰判全体の村が対象

である。それは，前述の「諸村被害所荒届都

合」の被害程度が，この3カ村の合計ではな

く，徳地宰判の全村に値すること 3カ村に

2枚の貼紙に記載された徳地宰判内の村名を

加えると徳地宰判の全村になり，しかも，そ

の2枚の貼紙は，村の位置を示すように村名

が記されていること，徳地宰判の広さを示す

「東西都濃郡鹿野町境ヨリ仁保境迄七里J r南

北石州境柚木村河上ヨリ三田尻右田迄九里」

の記事が記されていることなどから考えられ

る。

この絵図の作成時期については，それを示

す記事などは記されていない。 }I[村博忠19)に

よると，毛利家文庫には，この「徳地水損図」

のほかに隣接する三田尻，小郡，山口宰判内

を描いた洪水絵図が6点ほど含まれており，

その中の2点に天保11年(1840)の記載があ
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り，さらにこれらの絵図の描写方法に共通点

が見られることから，本図の成立は天保11年

と推定している。また，徳地宰判内の村の統

廃合による村名の変更からも，この作成時期

を裏付けることができる。具体的には，本図

には馬神米光村，串鯖河内村が記載され，逆

に庄方村が見られないが，このことは「地下

上申J (元文5年， 1740年)20)の記載とは具な

り風土注進案J (天保14年， 1843年)と一

致している。

(2) 絵図の内容

「徳地水損図」に記載されている記号は，

表lのように地形，植物，人工物，洪水の被

害を受けた人工物に分類でき，文字注記は墨

書と朱書，貼紙からなる。

絵図の大部分を占める面的記号は，山地，

田畠，河川である。回畠は平野のほとんどを

利用していることから，田畠の部分は平野と

考えられる。したがって，絵図に措かれた地

形的要素は，山地と平野，河川に大別され

る。このうち，平野は田畠に利用されている

黄色の面的記号のほかに，洪水によって被害

を受けた田畠を示す白色の面的記号がみられ

る。この絵図は，洪水の状況を報告するため

I地形

E植物

E 人工物

表1 記号の分類

(1)山地

(2)河川 ①本川(佐波川，島地)I[)

②支川

(1)山林

ia二宮神社の樹木

(1)道路 ①大道 ②支道
(2)一里塚

(3)土地利用(田畠)

(4)建物 ④民家 ②役所(勘場，口屋)

③神社④寺院

(5)濯瓶施設

①井手(井堰) ②溝(水路)

(6)土手(堤防)

1(1)洪水の被害を受けた土手
N 被害を受け|

1(2)湛水した建物(民家，寺院，神社)
た人工物 l 

1(3)洪水の被害を受けた田畠
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に描かれたもので，山地は平野や河川に比べ

ると詳細な地形表現はされていない。河川

は，本川の佐波川と佐波川水系では最大の支

流である島地川が川幅をもって描写され，そ

のほかの支流については藍(水色)の筋で示

されている。佐波川，島地川に合流する支流

はすべてについては描かれておらず，洪水の

あった支流と，二宮}II，樋ノ口川が取り上げ

られている。

植物の描写は佐波川の両倶.IJの山地と二宮神

社にみられる o この絵図の中には神社はいく

つか見られるが，樹木も描いているのは，こ

の二宮神社だけである。 18世紀前半に作成さ

れた「一村限明細絵図Jには，ほとんどの神社

については樹木も合わせて記号化されている。

人工的要素として絵図に描写された記号は，

道路，一里塚，土地利用，建物，濯概施設，

土手などである。道路は太い朱筋の大道，細

い朱筋の支道に分けて描いている o 谷間に描

かれている支道は，谷の奥に集落があるもの

に限られる。一里塚は大道沿いに，三田尻宰

判と徳地宰判の境，漆尾の西側と東側，そし

て勘場の東側の4箇所に描かれている。この

一里塚はこの絵図よりおよそ100年前の18世

紀前半に作成された村絵図である「一村限明

細絵図」にも同じ場所に記されている。

建物は，民家，役所，神社，寺院があり，

これらは家の形の記号で統一された民家と，

屋根の色を青に統一された役所，神社，寺院

に大別できる。民家はさらに，洪水の被害を

受けなかったものは家の形の記号を黄土色

で，被害を受けたものは白色で着色されてい

る。役所は岸見村の三田尻宰判との境にある

口屋と堀にある勘場で，口屋は家の形を描

き，屋根を青，壁面を黄，窓を白と朱で着色

し，勘場は家を大道に対し前後2軒描き，屋

根を青，壁面を白で着色している。さらに，

この役所については，それぞれ「口屋Jr勘場」

の文字が付されている。口屋は宰判内の交通

の要衝，あるいは通船を持つ主要河川の河口



に当たる所に設けられた番所の一つで，勘場

は萩藩の行政単位である宰判の役所で、あった。

宗教的施設は，神社と寺院に区別して描か

れている。神社は家の形に屋根を青，壁面を

赤で着色している。ただし，二宮について

は，建物のほかに周囲に樹木，鳥居が描かれ

ている。「延喜式」神名帳によると，延喜6年

(906)頃佐波川に神社が2座あり，神社のラ

ンクとしては並小であったことが記載されて

いる21)。寺院は家の形に屋根を青，壁面を茶

で着色している。

謹概施設は井手(井堰)，溝(用水路)が記

載されている。井堰

れた文字によると，土手の側面が崩れた状態

を「半切J，決壊した状態を「破損」として区

別している。浸水した家は，前述のように家

の形の記号が白で着色されている。

このような函記号に対し，図中には墨，朱

書注記，貼紙による注記が多く記されてい

る。墨書による注記は，表2のように地図の

基本的な要素と，徳地宰判全体の被害程度を

示した「諸村被害所荒届都合」が，図3の31

から48の位置に記載されている。このうち地

図の基本的な要素は，方位，村名，凡例，徳、

地宰判の範囲，地図内の距離，宰判・村境，

表2-2 墨書注記は藍で着色された佐

波}JIと島地川の中

に，短い白筋の2本

線で描かれている。

溝は青筋で示され，

井堰から田畠の中に

向かつて延びてい

る。また土手は錆色

で，佐波}JI・島地川

の両岸に描かれてい

る。

表2-1 墨書注記 43，徳地宰判内の洪水による被害の程度

洪水災害を受けた

ことが示されている

事物は，回畠・土手・

民家である。田畠で

洪水の被害を受けた

ところは白色で着色

されている。土手で

決壊したところは，

田畠と同じように白

で示されている。土

手の被害は詳細な描

写がされており，土

手の側面が崩れたと

ころは，錆色の線の

半分が白で着色され

ている。付筆に記さ

分類

方位

村名

凡例

徳地宰判の範囲

地図中における距離

宰判，村境

道の説明

河川の名称

地名

佐波川の上流に位置
する徳地宰判内の村

島地川の上流に位置
する徳地宰判内の村

徳地宰判内の洪水に
よる被害の程度

番号 記事の内容

東，西，南，北

堀村，伊賀地村，岸見村

42 回畠ハ黄
山 ハ青
道 ハ赤
土手ハ錆色
人家自ハ水湛

36 東西都濃郡鹿野境ヨリ山口
仁保境迄七里
南北石州境柚木村河上ヨリ
三田尻右国境迄九里

35 岸見村右田領境ヨリ小古祖
村境迄壱呈弐拾五町位

37 嶋地山畑村境ヨリ漆尾壱里
塚迄壱里八丁位

34 小古祖村境
40 嶋地山畑村境
44 三田尻宰判右田領境
47 是ヨリ引谷村エ出ノレ

33 防府ヨリ石州エノ道
38 山口ヨリ鹿野エノ往還
45 防府ヨリ石州エノ往還
46 山口ヨリ鹿野エノ往還

32 下徳地川
39 上徳地)11

48 漆尾

31 柚木村，野谷村，三谷村，
船路村，引谷村，八坂村，
深谷村，小古祖村

41 巣山村，高瀬村，夏切村，
時村，馬神米光村，上村，
串鯖河内村，藤木村，島地
山畑村

43 ※ 別紙，表2-2
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諸村破損荒届都合
回数八拾壱町八反程 永否
高千八百四拾六石八升程
畠数弐拾八町九反畝弐十歩程 間断
高百六拾七石七斗三升程
多数九拾弐町七反弐畝程 当否

高千八百七拾六石九斗程

井手数六百弐拾壱ヶ所
間数五千四百五拾七間程
溝三百三拾七ヶ所
同壱万九千四拾七間程
門樋三拾三ヶ所
埋樋六ヶ所
間数三拾六間程
掛樋六ヶ所
同三拾壱間半程
堤土手七ヶ所
同九拾弐間程
埋堤弐ヶ所
畝数五畝程
水門七ヶ所
川土手百八拾ヶ所
間数七千六百壱間程
根留弐拾弐ヶ所
同四千四百八拾四間程
川手石垣弐拾八ヶ所
同七百三拾弐間程
木勿j百六十三ヶ所
同七百八拾七間程
石舟j六ヶ所
同弐拾七間半程
岡地縁石垣三ヶ所
同拾弐間程
関切弐ヶ所
同三拾間程
砂走り玉ヶ所

同九間程
谷川七ヶ所
同四百三間程
往還百四拾弐ヶ所
同三千弐百七拾弐間程
土橋拾五ヶ所
板橋壱ヶ所
石橋三ヶ所
流失家弐拾四軒
同長屋拾弐軒
倒居家四拾弐軒
同長屋拾弐軒
埋居家三拾六軒
同長屋拾六軒
以上



道路の説明，河川|の名称，地名，佐波川の上

流に位置する村名，島地川の上流に位置する

徳地裁判内の村名などに分類することができ

る。

朱書，貼紙による注記は表3のような被害

状況で，図3の1から21，AからKの位置に

記されている。これらの内，朱書注記は ro
0土手， 00間破損，回畠00町程，高00

石余，流損流失家O家」の形式になっている。

また，貼紙による注記は「此遷水湛凡搾O尺

位Jr土橋流失」などの内容が記載されている。

図3 文字注記の位置

このように，本図は基本的な要素に，洪水

災害が記号で示され，さらに文字によって被

害状況の説明が付されている。

(3) 洪水状況の復元

前の項目で，絵図に記載されている記号が

表3 朱書，貼紙注記の内容
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17 横土手二十五問破損

18 土手三十五問破損
19 瀬ノ原土手百三十六問破損

田畠七反五畝程

高拾石九斗程

倒家有之

田畠拾町壱反程

20主芳主聞主持損 高弐百十弐石程流損

21 コブガ森土手百弐十五周禄辰一一一面語長話針孟反語 語長一一一一
高弐百弐十五石程
流失家三軒

倒家百之

A 土橋流失

B 此辺水湛凡三尺位

C 此辺水湛凡四尺位
D 土橋流失

E 此辺水湛凡五尺位

F 此辺)11幅百間程
G 土橋流失
日比辺水湛凡玉尺位

I 舟渡シ

J 此辺水湛凡四尺位
K 此辺水湛凡四尺位
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明らかになったので，この項目では，堤防決

壊の場所，浸水の範囲が現在のどの場所に当

たるのかを明らかにしてみたい。

作業では，まず絵図のトレース図を作成し

た。次に，絵図に記載された諸事物を現地調

査によって確認し，堤防が決壊した場所，浸

水した範囲を現在の地図に示した(図4)。確

認の対象となった事物は，川，井堰(井手)， 

道，溝，寺院などがある。これらのうち，井

堰は絵図に記載されているものの中では，す

でに廃棄されているものや，井堰の位置が

誤っているものがある。「治水地形分類図」

(中園地方建設局)22)によると，佐波川で現在

も活用されている井堰は上流から上庄方堰，

島地川

匡雪山地

匝面水面、井手(柑)

一一一一 土手(堤防)

制州酬柵 決壊した土手〈堤防〉

E国浸水

lkm -

図4 徳地宰判堀・伊賀地・岸見三ケ村川筋水損図」
に描かれた洪水災害

下庄方堰，尾蔵堰，落合堰，西大津堰，岸見

堰，麻生堰，中山堰の 8箇所である(図 6)。

これに対し，絵図には上庄方堰の上流にもう

一つの井堰が描かれている。尾蔵堰は絵図に

は志手原川が佐波川に合流する位置に描かれ

ているが，現在はこの上流側の溝の位置に設

置されている。また，西大津堰は絵図には描

かれていない。

m.地形分類図からの分析

(1) 佐波川中流域の水害地形

佐波川の地形に関する研究事例は少ない。

西村嘉助は佐波川中流左岸の長者カ原と大士

風隙付近に形成された段丘について論じ23)

また，中国山地の水系とその発達の中で，佐

波川と阿武川の河川争奪を取り上げ，大士路

付近の磯層をのせた段丘を争奪河岸段丘と位

置づけた24)。加藤哲哉ほかは阿武川上流域の

水系変化の歴史を流域に発達する地形とその

堆積物を利用して明らかにした25)。山内一彦

は佐波川上流域・阿武川支流朴川流域を取り

上げ，地形およびその堆積物を総合的に検討

することによって，両河川間の争奪現象を実

証し，その時期・原因を明らかにした26)。活

断層研究会は，佐波川上流部に活断層が発達

していることを指摘し，この断層は，大士路

から野谷，宮野上を結ぶ長さ22km，走向N

Eの大原湖断層であると説明した27)。

このように佐波川流域の地形に関する研究

は，上流部の河川争奪に関するものが多く，

沖積平野に関するものはほとんどない。ここ

では，地形分類から佐波川中流域の沖積平野

の特色を明らかにし，洪水災害との関連を分

析してみたい。

図5は佐渡川本川!と岸見・伊賀地・堀地区

における支流の縦断面図である。縦軸は海面

(0 m)からの高度，横軸は河口 (0m)から

の距離を示している。この函によれば，佐波

川は山地を離れ，河口から上流約32kmの地

点に遷急点があり，そこから島地川合流点
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(河口から約23km) までの勾配が5.7/

1，000，それより河口までが3/1，000である。

これに対し佐波川両岸の山地から流下する支

流の勾配は，樋ノ口川52/1，000，二の宮川

49/1，000，古森川65/1，000，漆尾川44/

1，000，志手原川59/1，000，剣谷川63/

1，000，上佐川80/1，000である。

これらの支流は標高の高い佐波川両岸の山

地から流下するために，河川勾配が大きく，

これら支流の勾配は本)f[の10"-'20倍にあた

る。このように佐渡川水系では，本川に比較

して支川の勾配がきわめて大きいため，洪水

時には支流が本川に合流する付近で氾濫が起

こる可能性がある。

6図は1947年米軍撮影の1/40，000空中写

真， 1981年撮影の1/20，000空中写真の判読，

ロ1

400 

。

。

I 樋ノ口川

2 この宮川

3 吉森川

4 漆尾川

5 志手原川

6 剣谷川

島地川

佐波川

50 km 

図5 佐波川本川および支川河床縦断面図
上・全体図，下・部分拡大図
(建設省資料 5万分の1地形図より作成)
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および現地調査によって作成した佐波川中流

域の地形分類図である。対象地域の地形は山

地，台地，扇状地，旧河道，自然堤防，高位

氾濫原，低位氾濫原に分類できる。なお，こ

の範囲の地形分類図は，すでに山口県企画部

が土地分類基本調査で作成した「地形分類図」

(1:50，000， 1977年)28)，中園地方建設局が計

画し国土地理院が発行した「治水地形分類図」

(1: 25，000， 1979年)29)が見られる。これらと

本研究の成果 (6図)を比較すると地形分

類図J(山口県企画部編集)では全体的に旧河

道の表現が少なく治水地形分類図J (中園

地方建設局)では旧河道，台地などが数カ所，

示されていない。

6図から佐波川中流域の水害地形を分析し

てみたい。佐波川は300"-'500 mの山地を横

切って流れている。この中で，佐波川の西側

には狗留孫山 (544.1m)，白石山 (540.8)，

真田ヶ岳 (620.7)，三条山 (278.8)，東側に

は要害岳 (409.3)，根崎山 (253.6)，高黒石

(479.6)がある。また，山地と谷底平野の境

目には台地，扇状地，崖錐が発達している。

このうち台地，扇状地は支流の大谷川，剣谷

川，志手原川，漆尾川，古森川，二の宮JII，

樋ノ口川などが佐波川の谷底平野に出たとこ

ろに広く分布している。この地域は大部分が

花闘岩地帯で，風化土壌が運搬されてくる量

が多く 30) 支流から本流に出たところで，扇

状地が形成されている。扇状地の扇端，扇

央，扇頂のうち扇端は，佐波川の水流による

浸食営力で削られている。崖錐は山麓に小規

模のものがみられる。

谷底平野には自然堤防，氾濫原，旧河道の

地形が見られる。このうち自然堤防は堀地区

の関，伊賀地地区の船津，ごノ宮，岸見地区

の麻生，野尻に形成されている。その他の自

然堤防については，大規模な工事によって堤

防の下に隠れたものと考えられる。氾濫原は

高位氾濫原と低位氾濫原とに区別できる。低

位氾濫原は沖ノ原，穂行，樋ノ口などで確認



できる。この地域では狭い谷底平野を佐波川

が乱流しており，堀，上庄方，沖の原，二ノ

宮，西大津，野尻に旧河道がみられる。

(2) 土手決壊の原因

土手決壊の原因について佐波川中流域の

地形分類図J(図 6)，I徳地宰判・伊賀地・岸

見三ヶ村川筋水損図に描かれた洪水災害J(図

4)， I朱書，貼紙注記の内容J(表3)を比較

して分析してみたい。土手の被害は，表3，

図4によると破損」が17箇所半切」が

3箇所である。その場所を図6に重ねてみる

と (1X J 印の場所)，旧河道上に位置する土

手は記号(図4)のし 2，8， 9， 10， 11， 

12， 16， 18， 19， 21で，地盤が弱いことが原

ミ 島地川

1 彊路 ①上庄方堰

2 上庄方 ②下庄方堰

3下圧方 ③尾厳堰

4沖ノ原 ④落合堰

5 船津 ⑤西大樟堰

6二ノ宮 ⑥岸見堰

7 新田 ⑦麻生糎

8 同大津 喧中山堰

9 徳行

叩麻生

11土井

J2野尻

13樋ノ口

~ 山地

区~ 台勉

~ 扇状地、臨

亡コ高位崎原

匿霊麹低位把置原

匡量言自然堤防

塵盟問問

Eヨ問
匝画耐水面、極

Eヨ地形界
仁王コ醐箇所

lkm -
図6 佐波川中流域の地形分類図

(空中写真、現地調査より作成)
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因であると考えられる。また，内水が破堤の

原因と考えられる箇所が 6，17，20，井堰が

原因と考えられるものが 4，13， 14， 15，河

川の屈曲部で水流の衝撃によるものが 1，5， 

本川の増水によって支流が満水になった場所

が7である o 以下，上流から下流に向かつて

各場所について詳しく説明してみたい。

図中の「大水除川土手百弐十七問破損J(表

3，図 4の1に対応する。以下，番号で示

す。)の場所は，現河道から旧河道が分岐する

地点で，しかも，川が屈曲して水の衝撃を受

けるところである。

島地川沿いの右岸には2箇所の浸水が見ら

れ，白で着色されている。絵図に描かれてい

る島地川の2つの井堰のうち，下流側井堰の

右岸下流側が白色で着色されており，田畠に

被害があったようである。この絵図によると

島地川右岸には土手が築かれておらず， した

がって，破堤の注記はみられない。上流側井

堰の右岸に「田五町余高九拾七石余流損J 3 

の注記がみられ，この付近は洪水によって田

昌が被害を受けたことが描写されている。島

地川左岸の須路地区では，土手の決壊，被害

の程度を示す描写や注記は見られないが，一

部の民家は白く着色されており，浸水があっ

たことが分かる。これは，土手の描写が見ら

れないことから内水氾濫と考えられる。浸水

の被害を受けていない家は，扇状地，自然堤

防，および台地上に立地している。

島地川が佐波川に合流する地点の右岸であ

る上庄方から下庄方にかけては 2箇所で土

手の決壊がみられる。そのうち上流側では

「庄方川土手九十八問破損J 4と記されてい

る。この場所における破堤の原因は，ここは

佐波川と島地川が合流する地点で水量が急激

に増大するところであり，それを尾蔵堰が妨

げるかたちになったためだと考えられる o

上庄方，下庄方の対岸には「掛水除三十四

間半切 5，尾蔵土手四間半切 6，土手

三十三間破損J 7の記載が見られる。 5は河



川の屈曲部で水流の衝撃を受ける場所で 6

は志手原川の内水氾濫による水流によって土

手の背面が崩れたものと考えられる。 7は志

手原川の水が本川佐波川の増水によって逆戻

りして，志手原川両岸の土手が決壊したよう

である。

現在の沖ノ原橋にあたるところに沖ノ

原士手九十五問破損J 8と記されている。土

手決壊の原因は土手が旧河道の上に築かれて

いたためと考えられる。この土手の決壊によ

り，このあたりは浸水し，その水位は付塞に

「此建水湛凡搾五尺位JEと示されているよう

に 5尺 (150cm)までに達したようである。

また，沖ノ原土手の下流に「落合土手四十五

間破損J 9の注記がある。ここは，井手(井

堰)による水流の妨げ，支流古森川からの流

入，さらに，この落合土手も旧河道の分岐点

に築かれて地盤が弱いことも原因で破堤した

ものと考えられる。落合堰の下流側に「此遷

川幅拝百間程J Fの注記があり，川幅がおよ

そ30mであったことが示されている。現在，

この付近の川幅は100mで，当時は現在より

狭く 3分の 1であったことが分かる。

落合堰の右岸下流側に「横土手十四間破損」

10， r舟津土手弐百十七間破損J 11， r横土手

九十四間破損J 12，の注記がある。これらの

土手は絵図では連続して表現されており，土

手の破損は合計すると311問(94.2m)になる。

この破堤した場所から平野の中央に向かつ

て，自の帯状の着色がみられる。ここは，旧

河道にあたるところで，この破堤によって浸

水したことが分かる。舟津土手の山麓側の集

落は自然堤防上にあるが，一部の集落は浸水

している。

西大津堰から下流側に「土手二ヶ所ニ而

七十五間破損J13， r土手二十壱問破損J14， 

「土手十三間半切J15の注記がある。この堤防

は，旧河道上には位置していないことから井

堰によって上流側の水量が急増したために破

堤したものと考えられる。この地区は地形分

類図で分析すると，田畠の被害のあった白く

着色されたところは旧河道で浸水した家屋は

氾濫原にあたる。自然堤防，台地，扇状地上

の集落は被害を受けていない。

西大津と岸見堰の中ほどに土手四ヶ所

ニ而百三間破損J 16， r横土手二十五間破損」

17，岸見堰から麻生堰にかけて「土手三十五

間破損J18， r瀬ノ原土手百三十六間破損J19， 

「土手三間半破損J20の注記がみられる。これ

らの内， 16， 18， 19は旧河道上に土手がある

ことが原因， 17， 20は内水氾濫によることが

原因と考えられる。

中山堰の下流側に「コフガ森土手百弐十五

間破堤J21と記されている。この破堤場所の

下流側の土手に民家の記号が記されている

が，ここは自然堤防上にあたり，浸水被害を

受けていないことが読みとれる。

このように徳地水損図」の記載内容を地

形分類図と対比させたところ，土手が決壊し

た原因は土手が旧河道の上に位置しているこ

と，支流からの流入，内水氾濫によるもの，

井堰による水流の妨げなどが原因であること

が明らかになった。

N. 土手の設置状況

土手が破堤した原因については，土手その

ものの構造，土手の補強技術についても分析

しておく必要がある。

(1) 萩藩の河川管理

まず，萩藩によって佐波川がどのように管

理されていたかを，萩藩が嘉永元年 (1848)

に作成した「普請所記録J (毛利家文庫)31)を

分析して，明らかにしてみたい。

覚

諸郡井手川除御普請之儀ニ付正徳三年御

書付差出候処，いつとなく疎略ニ相成候

故，当春右御書付ニ御書継相成，猶後年

為無混難，公儀普請所，地下普請所，引

分ヶ帳面可被仰付段御沙汰被仰付，夫ニ

- 47-



付御代官中より追々問ヶ条有之，制紙之

辻を以，君'~別記録帳御調侯処，諸郡区之

儀無之ょう為見搾，小野太郎兵衛・小倉

藤兵衛・渡辺弥右衛門手分ケニして廻在

被仰付，御代官所付之役人付廻り，於

村々穂木別致詮議，帳面取帰り之上諸郡

打合見拝之所を以此度清帳調被仰候付，

後年此辻を以御沙汰候様ニとの御事

(部分)

これは最初の部分であるが，この「普請所

記録」に記載されていることを要約すると次

のようになる。萩藩は正徳3年 (1713)に諸郡

の普請所を見分して，負担区分を明らかに

し，臨時御普請所・御代官所御仕渡普請所・

地下役普請所に区分した。この区分による郡

村の各種普請所は，明和元年(1764)に再調

査して修正され，さらに嘉永元年(1848)に

再検討して台帳「普請所記録」が作成された。

この「普請所記録」に記載された普請の対

象は，徳地宰判の場合，御蔵，井手，くり

樋，関切，円樋，差樋，御口屋，溝筋，御高

札場，土手，長屋，勘場，御紙見取場，社，

思案固屋，寺，例，水道，堤，砂走り，堀

凌，水除，川筋， 71<門，石樋があり，河川構

造物の土手，水例(例)はこの中に含まれて

いる。

普請の対象となった土手の記載は詳細であ

り，徳地宰判岸見村「御代官所御仕渡普請所J

を事例に紹介してみたい。

本川筋左右間数千七百弐拾弐間

但東側火渡与申伝左衛門田北角より下

野扇与申火次回通り迄西側和田与申茂

左衛門田北角より経納与申弥助畑角迄

惣間数弐千弐百九拾弐間七拾間引残り

右之辻

内

(途中，省略)

六百弐問西側

此内

百九拾問 平年不及修甫所壱ヶ所

但和田与申茂右衛門田北角より中塚

与申利兵衛田東ノ角迄

弐百拾間同断

但森長与申此右衛門田通より経納与

申弥助畠角迄

弐百弐間石垣所

以上

但中塚与申利兵衛田東角より茶屋河

内与申与左衛門田通り迄

本川は佐波川を指しており，岸見村におけ

る管理の対象となる士手は1，722問 (3，391.5

m)でそのうち東側(佐波川の左岸)は1，120

間 (2，205.8m)，西側(佐波川の右岸)は602

間 (1，185.6m)である。岸見村における川岸

の長さは，地形図(三田尻 5万分のし明

治35年6月30日)での計測によると，東側は約

2750m，西側は約2370mで、あることから，岸

見村における土手の設置は，東側約80%，西

側約50%である。

これらの土手のうち，東側は補修の必要の

ない場所「平年不及修甫所」が3箇所石垣

所」が4箇所である。西側は「平年不及修甫所」

が2箇所石垣所j は1箇所である。これらの

長さを合計すると，東側土手の「平年不及修

甫所」は550問 (1083.2m)，同「石垣所」は

570間(1122.6m)である。また，西側土手は

「平年不及修甫所」は400間(787.8m)，同「石

垣所」は202間 (397.8m)である。これから

土手のうち，半数近くが石垣によって補強さ

れていたことが分かる。これらの普請の対象

となる場所は具体的に示されており，例え

ば，上記の史料の最初の部分には下甲田」

に住む「利左衛門」の田の「西角」より「こ

ふヶ森」に住む「茂左衛門」の田の「西角」

まで， 380問 (748.4m)は「平年不及修甫所」

と記録されている。

また徳地水損図」には描かれていないが，

「普請所記録」によると水測が設置されていた

ことが分かる。水制は，河川近傍の流れの速

度を減少させたり，流れの方向を変えたりす
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るために河岸から突き出た形で設置される河

川構造物である32) 普請所記録」によると，

徳地宰判全体で，木例(178箇所)33)・石刻

(14)・寵祈刻(1)・刺(I)で合計199箇所であ

る。また，絵図が描かれた地域では，堀村は

木剥(35)，伊賀地村は木例(40)，石制(3)，

岸見村は木例(9)，石刺(3)，龍耕剥(1)であ

る。「徳地水損図」に記載された徳地宰判の被

害状況の中に(表2-2)，木釧(163)・石例

(6)が示されており徳地水損図」に描かれ

た洪水災害で、は，ほとんどの水剥が被害を受

けたことになる。

このように，絵図が描かれた地域はY普請
所記録』に記載されているように，佐渡川の

両岸に土手が築かれ，場所によっては石垣で

補強されていた。また，さらに河川の中に向

かつて水例が設置されていた。

(2) 土手の補強技術

水流から土手を守るために，どのような補

強がされていたのか尾蔵土手J(表3の6，

図4の6)，rこぶか森土手J(表3の21，図4

の21)， r船津土手J(表3の11，図4の11)を

事例に検討してみたい。

河川構造物に被害が出ると，直ちに地元の

庄屋から大庄屋，代官へと普請の願いが出さ

れた。伊賀地村における土手の普請につい

て，安政6年 (1859年)11月28日に庄屋白木

勘右衛門から大庄屋岡田兵右衛門へ差し出さ

れた文書(徳地宰判控)に「尾蔵土手腰石垣

根留長弐拾問，但，船通し水尾尻より石例迄

之間出拝壱間半上り拝し壱間半，土手腰脇畳

石ニして，仕調可仕奉存候事J(部分)とある。

ここは前述のように河川が屈曲して水流の衝

撃を受ける場所で腰脇畳石」で土手が補強

された。この尾蔵土手は「徳地水損図」にお

ける被害報告においては「尾蔵土手四間半切」

(図4の6)と記載されている。

また，巳年6月に庄屋永田伝兵衛から大庄

屋宇多田与三兵衛へ差し出された文書(徳地

宰判本控)に徳地御宰判私存内岸見村御普

請所之内こぶか森土手水当之所江土手付六問

土五間之石例壱ヶ所於地下仕調仕度段御願申

出候付現場委敷詮議仕候処」とあり，岸見村

こぶか森土手にある石例について普請の願い

出があった。前述のように岸見村には「御代

官所御仕渡普請所」による石例は 3箇所あ

り，そのうちの l箇所と考えられる。この場

所は徳地水損図」の中で「コフガ森土手百

弐十五間破堤J(図4の21)と記載されている

ところで，前述のように，この土手は旧河道

上にあり，地盤が弱いところである。

王去年9月には大庄屋案野茂平次から近野小

兵衛へ提出された文書に伊賀地村船津土手の

普請に関する内容が見られる。「右徳治伊賀地

村船津土手当五月廿四日之洪水ニ及破損人家

数軒崩家等ニ相成」に対し蛇寵根留蛇寵釧

木例仕調可被仰付との御事ニ付」の対応がな

された。伊賀地村船津土手が5月24日の洪水

によって被害を受け，これに対し蛇寵根留，

蛇龍剥，木剣などの修復が行われた。この場

所は「徳地水損図J(図4の11)では「船津土

手，弐百十七間破損」と記載されているとこ

ろに当たり，この土手も旧河道上にある地盤

の弱いところである。

このように河川が屈曲して水流の衝撃を受

ける場所では「腰脇畳石J，また，土手が旧河

道上にあって地盤が弱いところでは「石例J，

「蛇龍根留J，r蛇寵勿リJ，r木却しが設置されて

いた。

v. おわりに

本研究では，近世の洪水について佐波川を

事例に取り上げ，洪水絵図，地形分類図，古

文書記録などの分析から，災害・被害と地

形，地盤の条件，河川構造物の関係について

分析した。以下は，その結果である。

1)具体的には，研究対象として佐渡川中流

域を描いた「徳地宰判堀・伊賀地・岸見三ケ

村川筋水損図」を取り上げ，絵図に描かれた
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内容を現地で確認し，当時の破堤箇所，浸水

範囲などの洪水状況を復元した。

2)佐波川中流域の地形分類図を空中写真の

判読と現地調査などから作成したところ，幅

500-700mの谷底平野に多くの旧河道が見ら

れ，扇状地の扇端は削れていることが分かつ

た。また，この地形分類図を絵図の内容と対

比させたところ，破堤の原因は土手が旧河道

に位置していること，支流からの流入，内水

氾濫によるもの，井堰による水流の妨げなど

が原因であることが明らかになった。

3)萩藩「普請所記録」の記載から，佐波川

中流域においては土手が築かれ，そのうち半

数近くは石垣で補強されていたことが分かつ

た。また，特に水流の強い場所では，河川の

中央に向かつて水制が設置されていた。これ

らの土手，水制は，常に地元住民によって管

理され，洪水に備えられた。

これまでの洪水絵図を対象とした研究は，

洪水災害の復元にとどまっていたが，本研究

では，被害状況を地形，地盤，そして，河川

構造物との関係について分析することによっ

て，近世に発生した洪水災害をより具体化し

た。(山口県文書館)

本稿は平成4年度兵庫教育大学大学院に提

出した修士論文の一部を加筆修正したもので

ある。本研究を進めるにあたり，愛知学院大

学の白井義彦先生，兵庫教育大学大学院の成

瀬敏郎先生，同大学院の諸先生方，また，本

稿作成にあたり山口大学大学院の田中誠二先

生，同大学院の諸先生方にご指導をいただき

ました。ここに，記して感謝いたします。な

お，本研究の一部は，平成5年度人文地理学

会研究大会で発表した。
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